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                                  九 州 大 学 

  糸  島  市 
 

九州大学と糸島市が連携協力協定を締結 
― 相互の資源を活用し，産業の高度化や新産業の創出などに取り組む ― 

 
 

概 要 
九州大学（総長 有川 節夫）と糸島市（市長 松本 嶺男）は，平成２２年５月２９日に，相互

の資源を活用して産業の高度化や新産業の創出，地域課題の解決，教育研究活動及び診療活動の進展

など，地域社会の振興に寄与することを目的に，組織対応型連携協定を締結します。 

 

１．協定調印式及び共同記者発表 

   日 時：平成２２年５月２９日（土） １０時３０分～１１時００分 

   場 所：九州大学稲盛財団記念館 稲盛ホール（九州大学伊都キャンパス内） 

   出席者：［九州大学］ 

        有川 節夫 総長，今泉 勝己 理事・副学長，安浦 寛人 理事・副学長 

       ［糸島市］ 

        松本 嶺男 市長，谷口 俊弘 副市長，菊池 俊秀 教育委員会教育長 

   次 第：(1) 概要説明［安浦理事］ 

       (2) 協力協定書調印［有川総長，松本市長］ 

       (3) 総長及び市長挨拶 

       (4) 質疑応答 

 

２．連携協定の概要等 

  九州大学は，伊都キャンパスの開校を契機として，平成１８年６月２３日に糸島市の前身である旧

前原市・志摩町・二丈町の１市２町との間で連携協定を締結し，糸島地域の振興に寄与する取り組み

として，糸島平野における省エネルギー型地中熱利用農業用ハウス空調の普及促進の事業や，文部科

学省現代的教育ニーズ取組支援プログラムの採択プログラム「地域環境・農業活用による大学教育の

活性化（通称：糸島現代ＧＰ）」の実施，また，教員と住民との知的交流の場としての｢サイエンス

キャラバン｣や，地域に開かれたキャンパスづくりを目指している「伊都キャンパス」を会場に大学・

行政・地域住民が一体となって「伊都祭」を実施するなど，様々な連携活動を行ってきました。 

  平成２２年１月１日に旧前原市・志摩町・二丈町の１市２町が合併して「糸島市」が誕生したこと

を受け，相互で有する資源を活用しながら，糸島市の自然豊かな地域資源や文化を結び付け，産業の

高度化や新産業の創出，地域課題の解決，教育研究活動及び診療活動の進展など，地域社会の振興に

寄与することを目的に，今回，改めて連携協定を締結するものです。 

  本協定を基に，６月から糸島市等と一緒に少子高齢化時代を支える新しい社会保障サービスの仕組

みを構築するための実証実験を計画しております。 

 

【お問い合せ】 
九州大学総務部社会連携課長 竹吉 正志朗   糸島市企画部学研都市推進課長 渡辺 孝司 

電話：０９２－６４２－３９７０       電話：０９２－３３２－２０６４ 
FAX：０９２－６４２－２１１３       FAX：０９２－３２４－０２３９ 
Mail：sosrenkei@jimu.kyushu-u.ac.jp     Mail：gakkentoshi@city.itoshima.lg.jp 


